
ヒラフネガイは，ヤドカリ類の利用する巻貝の殻口内部に
付着し共生生活をするカリバガサ科の一種である（Williams 

and McDermott，2004）．同様な生態が，カリバガサ科
Crepidula 属 各 種 で 良 く 知 ら れ て い る（Williams and 

McDermott, 2004）．現生種は，房総半島以南の西太平洋地域
に広く分布する（Higo et al., 1999）．化石も比較的よく知ら
れており，Crepidula scutum Martin, 1884や Crepidula orbella 

Yokoyama, 1920 の 異 名 を 持 つ（瀧，1933; Van den Hoek 

Ostende et al., 2002）．これまでに，福井県の完新統（中川・
福岡，2006），神奈川県の更新統長沼層（Yokoyama, 1920;馬
場，1990），愛知県の更新統渥美層群（Hayasaka, 1961），愛
知県の完新統南陽層（田中，1990; 1996）， 大阪市の完新統（石
井，1993），台湾の鮮新統（Nomura, 1935），インドネシア
（Martin, 1884; Oostingh, 1935）から化石が報告されているが，
いずれもヒラフネガイの殻が遊離した状態で産している．カ
リバガサ科の殻口内部に付着し生活時の状態を示す化石の産
出例は， Crepidula sp.がフロリダの更新統からあるにすぎな
い（Walker, 1988）．今回，愛知県名古屋市西区上小田井の完
新統南陽層から，バイの殻口内部にヒラフネガイが付着した
状態で保存された標本が得られたので報告したい（図１）．

ところで，化石記録を調べている際に，ヒラフネガイの属
名には Syphopatella, Siphopatella, Ergaea, Crepidulaの４つが
使われていることを知った．ヒラフネガイの属名について混
乱があるように思われるので以下に整理してみたい．

Syphopatella Lesson, 1831は，Lesson（1831）によって名義
種を含まずに Calyptraea属の亜属として創設された．そのた
め，黒田ほか（1971）は本亜属名（この中では Siphopatella

と綴られる）を Ergaea H. Adams and A. Adams, 1854で置き
換えたが，この行為は正しくはない（国際動物命名規約
International Commission on Zoological Nomenclature（1999）（以
下，規約とする）・条 12および 67.2.2）．後年，Tryon（1886）
は，Syphopatellaの亜属名を Siphopatellaに修正するとともに，
Crepidula walshi Reeve, 1859（Tryonの中では Crepidula walshii 

Hermannsonとされる）と Noicia chinensis Gray, 1867の２種
を Siphopatella亜属に含めた．なお，Hermannsonの Crepidula 

walshiは適格な著作物中で記載されなかったため，その著者
と日付は，Reeve, 1859となる．その後，Thiele（1929）は
Crepidula walshi Reeveを Siphopatella亜属の模式種として後
指定したので，Syphopatella の模式種は規約・条 67.8に従っ
て Crepidula walshiとなる．Tryon（1886）が Syphopatellaの

ヒラフネガイの化石と属名

Bulletin of the Mizunami Fossil Museum, no. 34 (2008), p. 117–119, 1 fig.

© 2008, Mizunami Fossil Museum

田中　利雄 *・川瀬　基弘 **・柄沢　宏明 ***

*愛知学院短期大学
**愛知みずほ大学

***瑞浪市化石博物館

Abstract

Syphopatella walshi (Reeve), attached inside Babylonia japonica (Reeve), is reported from the Holocene Nanyo 

Formation of Aichi Prefecture. The genus Syphopatella Lesson, 1831(type species: Crepidula walshi Reeve, 1859, 

by subsequent designation of Thiele, 1929) is a senior objective synonym of Ergaea Adams and Reeve, 1854, and 

Siphopatella Tryon, 1886. Therefore, the genus Syphopatella should be used for walshi.

Key words: Gastropoda, Calyptraeidae, Syphopatella walshi, Ergaea, Siphopatella.

 

This paper is dedicated to the late Senior Researcher, W. C. Blow (U.S.A.)

Fossils of Syphopatella walshi (Reeve) and the nomenclatural status of Syphopatella Lesson, 
1831, Ergaea Adams and Reeve, 1854, and Siphopatella Tryon, 1886 (Gastropoda:  Calyptraeidae)

Toshio Tanaka*, Motohiro Kawase**, and Hiroaki Karasawa***

*Aichi Gakuin Junior College, Chikusa, Nagoya 464-8650, Japan

**Department of Human Sciences, Aichi Mizuho College, Toyota, Aichi, 470-0394, Japan

*** Mizunami Fossil Museum, Yamanouchi, Akeyo, Mizunami, Gifu 509-6132, Japan



田中利雄・川瀬基弘・柄沢宏明118

亜属名を Siphopatellaに修正した行為は，国際動物命名規約
の元では正しくない．規約・条 32.2に従って Syphopatellaは
正しい原綴りであり，条 33.2.3のもと Siphopatellaは不当な
修正名となって，その著者と日付は Tryon, 1886をとり，
Syphopatellaの新参シノニムとなる．一方，Ergaea H. and A. 

Adams, 1854 は，Calyptraea plana Adams and Reeve, 1850 と
Crepidula walshi２種を含んで創設された Crepidulaの亜属で
ある．原公表の中で模式種は固定されていなかったが，
Thiele（1929）は Ergaeaを Siphopatellaの新参シノニムに置き， 
Siphopatellaの模式種を Crepidula walshiに固定したので，規
約・条 67.12に従い Crepidula walshiが模式種となる．従って，
ヒラフネガイの属階級群名は古参シノニムである
Syphopatellaを使用するのが適当である．ErgaeaはGray（1867）
により Crepidulaの亜属から属へ昇格，Syphopatellaは瀧
（1938）によって同亜属から属へ昇格させられた．
最近、Collin（2003a, b）は，形態に基づく系統解析と分子

系統解析によってカリバガサ科内での系統推定を行った．そ
の結果，Syphopatella属は Crepidula属から明らかに独立した
属であり，熱帯インドー西太平洋産 Bicatillus属と姉妹群を
形成し，カリバガサ科内では早期に分岐したものとされる．

謝辞：ヒラフネガイの化石を提供して頂いた合田隆久氏（愛
知県），古典的文献の入手にご協力頂いた加瀬友喜博士（国
立科学博物館）・W. C. Blow氏（Smithsonian Institution），粗
校に目を通していただいた江川和文氏に厚くお礼申し上げ
る．なお，Blow氏は 2007年 6月に他界された．生前の氏の
ご厚情に深く感謝する次第である． 
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